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　勝山商工会議所商工部会が主催する「勝山まちゼミ」
が開講中です。今年で２回目を迎える勝山まちゼミは、市
内の商店主らが講師となり、プロのこつや専門知識を無
料で教える少人数制のミニ講座です。ここでは、６月30
日に行われた２つの講座をご紹介します。
　７月22日㈰まで講座を開講しています。
詳しくは右記のQRコードからチラシをご
覧ください。

オシャレなハーバリウムで癒されよう♡ 世界のお茶を飲みながら旅しよう
■所３姉妹のお花屋さん　ヒロミ　=郡町3= ■所お茶カフェ　楽空茶　=旭町２=

　講師の森國富美江さんが、ハーバリウムの作り方
をレクチャーしました。ハーバリウムは「植物標本」
の意味で、好みのドライフラワーを瓶に詰め、専用
のオイルで浸すものが紹介されました。
　10人の参加者は、講師のアドバイスを受けながら
思い思いのハーバリウムを作成しました。２度目の
参加の方や、友だちに誘われて参加した方もおり、
講座を通じてお店とのつながりが広がっています。

　世界各国のお茶を飲みながら、それぞれの国につ
いての会話を楽しもうと、旅行好きな参加者を募集
してお茶会を開きました。この日はゴーヤ茶やマテ
茶をはじめ、５種類５か国のお茶が店主の田中知香
さんから振る舞われました。
　５人の参加者は、食事のことや自身の体験談など
をお互いに話し合い、楽しいひと時を過ごしていま
した。

得する街のゼミナー
ル

勝山まちゼミ
問勝山商工会議所　

☎88－0463

第２回

総
社
市
へ
支
援
物
資
を
送
る

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
岡
山
県
総
社
市
に
、
勝
山
市
か
ら
支
援
物
資
を
送
り

ま
し
た
。
勝
山
市
長
か
ら
総
社
市
長
に
支
援
物
資
の
申

し
入
れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ア
ル
ミ
工
場
の
爆
発
に
よ

る
住
宅
被
害
へ
の
対
応
が
必
要
と
の
こ
と
か
ら
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
約
３
０
０
枚
、飲
料
水
（
５
０
０
㎖ 
）
１
０

０
０
本
の
支
援
物
資
を
ワ
ゴ
ン
車
２
台
に
載
せ
、
職
員

４
人
が
７
月
８
日
早
朝
に
総
社
市
へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

総
社
市
役
所
周
辺
は
道
路
の
冠
水
も
な
く
落
ち
着
い

て
い
ま
し
た
が
、
市
内
を
流
れ
る
高
梁
川
が
一
時
氾
濫

危
険
水
位
を
超
え
た
こ
と
か
ら
避
難
所
が
開
設
さ
れ
、

多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
支
援
物
資
は
無

事
に
届
け
ら
れ
、
職
員
は
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
の
ち
に
勝
山
市
へ
戻
り
ま
し
た
。
な
お
、
総

社
市
か
ら
は
、
今
年
２
月
の
大
雪
の
際
に
、
軽
油
４
０

０
０
ℓ
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。

山岸市長が職員を激励山岸市長が職員を激励

物資の受け渡し物資の受け渡し 総社市長と面談総社市長と面談
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク ジオパーク専門員　町　澄秋
　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
で
は
、
日
本
全

国
、
さ
ら
に
は
世
界
の
ジ
オ
パ
ー
ク
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
様
々
な

取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
香
港

U
G
G
と
の
交
流
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　

香
港
U
G
G
と
新
潟
県
の
糸
魚
川

U
G
G
は
、
姉
妹
提
携
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
香
港
の
高
校
の
教
育
旅
行
の
受

け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
の
香
港
か
ら
の
教
育
旅
行
で
は
、
糸

魚
川
U
G
G
（
6
月
23
〜
25
日
）
に
加

え
、
白
山
市
の
白
山
手
取
川
ジ
オ
パ
ー

ク
（
27
日
）、
勝
山
の
恐
竜
渓
谷
ふ
く

い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
（
28
日
）
を
訪
れ

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
て
く
れ
た
の
は
香
港
中
國
婦
女

會
馮
堯
敬
紀
念
中
學 (H

ong Kong 
C
hinese W

om
en's C

lub Fung 
Yiu King M

em
orial Secondary 

School) 

の
30
人
の
高
校
生
と
引
率
の

8
人
で
す
。

　

勝
山
で
は
、
大
矢
谷
白
山

神
社
の
巨
大
岩
塊
、
ゆ
め
お
ー

れ
勝
山
、
七
里
壁
、
花
月
楼
、

恐
竜
博
物
館
を
周
っ
て
、
勝

山
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
概
要
を

見
て
も
ら
え
る
コ
ー
ス
に
し

ま
し
た
。

　

事
前
の
香
港
U
G
G
と
の
打
ち
合
わ

せ
や
関
係
施
設
と
の
連
絡
、
資
料
の
準

備
な
ど
苦
労
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
を
続
け

て
い
け
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
勝
山
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
巡
る

だ
け
で
し
た
が
、
今
後
は
、
勝
山
の
同

世
代
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
で
活
動
し

て
い
る
方
と
の
交
流
の
機
会
な
ど
も
設

け
、
訪
れ
た
人
だ
け
で
な
く
、
勝
山
に

暮
ら
す
人
に
も
得
る
も
の
が
あ
る
よ
う

な
取
り
組
み
に
し
て
い
け
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

問 

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第31回－　香港UNESCO世界ジオパーク (UGG) からの教育旅行－第31回－　香港UNESCO世界ジオパーク (UGG) からの教育旅行

七里壁をご案内

ゆめおーれ勝山で手織り体験

　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・
大
会
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
、
総
合
開
会
式
の
歓
迎

県
民
イ
ベ
ン
ト
に
勝
山
左
義
長
ば
や
し
が

出
場
し
ま
す
。

　

本
番
に
向
け
て
、
第
1
回
目
の
練
習
会

が
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
出
演
者
が

一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

　

練
習
会
で
は
、
実
際
の
太
鼓
の
位
置
か

ら
動
き
の
確
認
、
左
義
長
ば
や
し
の
浮
き

方
に
つ
い
て
左
義
長
ば
や
し
保
存
会
の
方

か
ら
指
導
を
受
け
た
ほ
か
、
大
人
が
左
義

長
ば
や
し
に
色
を
添
え
る
の
ぼ
り
や
短
冊

の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
勝
山
左
義
長
ば
や
し
浮
か
れ
隊
」

は
、
市
民
公
募
で
集
ま
っ
た
子
ど
も
1
3
2

人
、
大
人
1
0
8
人
の
総
勢
2
4
0
人
で
結

成
さ
れ
、
9
・
９
８
ス
タ
ジ
ア
ム
（
福
井
県

営
陸
上
競
技
場
）
の
大
舞
台
で
左
義
長
ば

や
し
に
の
っ
て
浮
い
て
く
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
4
回
の
練
習
を
経
て
、
全
国

か
ら
お
見
え
に
な
る
選
手
・
お
客
さ
ま
に

「
勝
山
左
義
長
ば
や
し
」
を
披
露
し
、
国
体

総
合
開
会
式
に
花
を
添
え
る
と
共
に
勝
山

左
義
長
を
P
R
し
ま
す
。

問「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
（
国
体
推

進
課
内
） 

☎
88
‐
８
１
２
８

総
合
開
会
式　

歓
迎
県
民
イ
ベ
ン
ト

出
場
総
勢
２
４
０
人
「
勝
山
左
義
長
ば
や
し
浮
か
れ
隊
」始
動
‼




